
2006/9/19

オーストラリア ニュージーランド メキシコ チリ 米国 ヴァヌアツ共和国 パナマ コスタ・リカ カナダ ノルウェイ ハンガリー ニカラグア ブラジル 中国 アルゼンティン

生体牛の輸入 GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR 1 GBR

肉骨粉の輸入 GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR 1 GBR

動物性油脂の輸入 1 1

輸入された動物飼料
及び飼料原料

牛に給与された可能性がある、
反すう動物に由来する輸入製品

牛の体内(in vivo)利用に供され
る反すう動物由来の輸入製品

上記物品の処分に対する
疫学的調査結果

GBR GBR GBR GBR
GBR
2

GBR GBR GBR
GBR
米2

GBR GBR GBR GBR GBR

飼料規制 GBR
GBR
1

GBR
2

GBR
家畜衛生条件

1

GBR
3、4、5、6

GBR GBR GBR
GBR
2、3、4

GBR GBR GBR GBR 家畜衛生条件 GBR

自国産反すう動物群由来の
肉骨粉又は獣脂かすの生産

遵守状況と交差汚染の可能性 GBR GBR GBR GBR
GBR

7、8、9、10
GBR GBR GBR

GBR
5、6

GBR GBR GBR GBR 1 GBR

特定危険部位（SRM） の利用
（レンダリング）

GBR GBR GBR GBR
GBR

5、11、12
GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR GBR 1 GBR

BSE の暴露・増幅
リスクシナリオ（ モデル）

2、13、14
米2、米13、
米14

サーベイランスに
よる検証

サーベイランス
GBR
1、2

GBR
2，3，4，5

GBR
1

GBR
家畜衛生条件

2、3

GBR
15、16、17、18

GBR GBR GBR
GBR
7、8、9

GBR GBR GBR GBR
家畜衛生条件
1、2、3、4

GBR

母集団の構造 GBR GBR GBR GBR
GBR
19

GBR GBR GBR
GBR
米19

GBR GBR GBR GBR 1 GBR

サンプリング 4 20 10

採材 2 5 21 米24

一次検査（迅速検査） 22 8、11

確認検査：WB 法、IHC 法 3 22、23 12、13

判定のための専門家会議 24 米24

と畜対象 トレーサビリティ（月齢確認）
GBR
4

GBR 25、26、27、28
14、15、16、
17、18

と畜頭数（年齢、品種） 19、29、30、31 19、20

と畜前検査
（ 高リスク牛の排除）

32、33、34、35 20

と畜場でのBSE 検査
（ スクリーニング）

36 8

スタンニングの方法 5 2 11 米11

ピッシング 5 11 21

SRM の除去
（せき髄除去と
　　　　枝肉洗浄後の確認）

5
家畜衛生条件

2

家畜衛生条件
6

家畜衛生条件
11、37

家畜衛生条件
14、22、23、
米37

家畜衛生条件 家畜衛生条件 家畜衛生条件

SSOP，HACCP に基づく管理
（遵守の検証）

25、38、39 米25、24

BSE プリオンの生体内分布
米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

米40、米41
米42、米43

食肉及び先進的機械回収肉
（AMR）

2 11 米11

内臓 44、45、46、47 米44

関係者を対象とした
周知プログラム

15、17、32、33 7、8

認定機関での検査実
施

18 8

と畜処理の
各プロセス

食肉等のリスク

日本向け牛肉輸出国のリスク評価項目毎の情報収集状況(暫定版）

国　　名

●　この資料は、現在までに得られている情報をもとに整理したものであり、その内容については更に精査が必要。また、その他の情報についても更に収集を行い、適宜追加することとしている。
●　「小項目」…　日本、米国・カナダの評価書の項目（網掛け）に、EFSA GBR、OIEの評価の項目を加えて作成。
●　「暴露・増幅リスク」…米国・カナダは、これらの項目の他に「伝達性ミンク脳症」、「シカの慢性消耗病」についての情報も考慮し、評価を行った。
●　表中の数字は、各国ごとの資料番号（タイトルは次頁以降参照）を表す。 また、カナダ等における表記「米（番号）」は、米国の資料番号であり、同じ資料をカナダでも用いたことを表す。
●　「GBR」…GBRの評価項目であり、関連情報としてGBR ワーキンググループ報告書を入手済みであることを表す。
●　「家畜衛生条件」…日本が当該国からの牛肉等の輸入に対して求めている輸入要件。

牛肉及び牛の内臓
（ 汚染率・汚染量）

暴露・増幅リスク

大項目 小項目中項目

生体牛
（ 感染率・蓄積量）

侵入リスク

資料２－１
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国名 資料番号 資料名

1
Animal Health Australia (AHA)
AUSVETPLAN Disease Strategy Bovine spongiform encephalopathy Version 3.1

2
Animal Health Australia (AHA)
野外におけるサーベイランスの国家ガイドライン

3
Animal Health Australia (AHA)
Transmissible Spongiform Encephalopathies,
Australia and New Zealand Standard Diagnostic Protocols for TSE

4
Animal Health Australia (AHA)
National Livestock Identification Scheme

5
FSANZ（豪NZ合同機関）
BSE RISK ASSESSMENT AND RISK MANAGEMENT STRATEGY

1
Ministry of Agriculture and Forestry (MAF)
Review of Ruminant Protein Regulations

2
Ministry of Agriculture and Forestry (MAF)
New Zealand's TSE Preventive/Surveillance Programme

3
Ministry of Agriculture and Forestry (MAF)
TSE Surveillance Incentives

4
Ministry of Agriculture and Forestry (MAF)
Increased funding of two surveillance programmes

5
Ministry of Agriculture and Forestry (MAF)
Animal disease surveillance, TSE Surveillance Programme(Surveillance, Vol.32, no.2, June 2005; Annual
Report 2004)

1
農業畜産農村開発水産食品省食品衛生安全品質管理局 （SAGARPA SENASICA）
BSEの侵入防止対策とサーベイランス

2
農業畜産農村開発水産食品省食品衛生安全品質管理局 （SAGARPA SENASICA）
Encefalopatía Espongiforme Bovina （BSE）

1
農業省農牧庁(SAG)
反すう動物への飼料としてのほ乳動物由来たん白質の使用規制に係る技術マニュアル

2
農業省農牧庁（SAG)
TSEサーベイランスの技術マニュアル

3
農業省農牧庁（SAG)
BSEアクティブサーベイランス計画の技術的基礎

4
農業省農牧庁（SAG)
BSEサーベイランスにおける獣医師による観察、サンプルの採取、報告の手順

5
農業省農牧庁（SAG）
BSE診断のためのサンプルの採取・輸送の技術マニュアル

6
農業省農牧庁（SAG）
牛の解体手順の技術マニュアル

チ
リ
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国名 資料番号 資料名

日本向け牛肉輸出国のリスク評価項目毎の情報収集状況　資料一覧

米国 1
補足資料（10月21日提出）
5．米国及びカナダにおける、動物性油脂の生産量及び各国からの輸入量について

2
食品安全委員会
「米国・カナダの輸出プログラムにより管理された牛肉・内臓を摂取する場合と、我が国の牛に由来する牛
肉・内臓を摂取する場合のリスクの同等性」に係る食品健康影響評価について

3
米国諮問参考資料21
Title 21，Code of Federal Regulations，Sec.689.2000　（1997年8月4日）

4
米国食品医薬品庁（FDA）プレスリリース
Expanded ”Mad Cow” Safeguards Announced to Strengthen Existing Firewalls Against BSE Transmission
（2004年11月26日）

5
FDAプレスリリース
FDA News，FDA Proposes Additional “Mad Cow” Safeguards（2005年10月4日）

6
米国諮問参考資料24
FDA CVMホームページ　　CVM Update，（2004年7月9日）

7
米国諮問参考資料26
農林水産省ホームページ　米国及びカナダにおけるBSE対策の現地調査について（報告）（2005年5月19
日）

8
米国諮問参考資料23
CVM Update-Update on Feed Enforcement Activities to Limit the Spread of BSE-（2005年3月17日）

9
米国諮問参考資料25
米国会計検査院（GAO）　MAD COW DISEASE,GAO-05-101　（2005年2月25日）

10
米国諮問参考資料12
在日本米国大使館ホームページ　　牛海綿状脳症（BSE）に関する質問と答え（2005年3月3日）

11
米国諮問参考資料30
Federal Register/Vol.69,No.7（2004年1月12日）
と畜場及び食肉処理施設におけるSRMの除去、ダウナー牛の食用禁止等の規制強化に関する連邦規則

12
米国諮問参考資料9
国際調査団が行った米国のBSE対策に関する調査報告書（2004年2月2日）

13
SSC
Opinion on the Scientific Steering Committee on the human exposure risk（HER）via food
with respect to BSE (1999年12月10日）

14
Studies on the efficacy of hyperbaric rendering procedures in inactivating bovine spongiform
encephalopathy(BSE) and scrapie agents.Vet Rec. Vol.142:pp.474-480

15
米国諮問参考資料27
APHIS，BSE Surveillance Plan（拡大サーベイランス計画）（2004年3月15日）

16
米国諮問参考資料28
ハーバード大学が行った拡大サーベイランス計画の評価

17
米国諮問参考資料29
USDA，Additional Question and Requests to USDA(サーベイランス部分抜粋）（2005年4月）

18
NVSLホームページ
BSE Network Labs（2004年5月17日）（http://www.aphis.usda.gov/vs/nvsl/labcertification/BSElabs.htm）

19
補足資料（2005年6月10日提出）
6．米国及びカナダにおける牛の飼育形態（飼料内容を含む）及びリスク評価対象牛の詳細な情報
（品種、月齢構成、飼育形態等）

20
補足資料（2005年7月8日提出）
5.米国のサーベイランスの詳細（地域別・月齢別等のデータ）

21
補足資料（2005年8月22日提出）
2.米国の検査要領について

22
補足資料（2005年9月9日提出）
4.米国のラボで使用しているELISA、WB及びIHCの詳細な検査プロトコール又は検査マニュアル

23
補足資料（2005年7月29日提出）
1.米国における2頭目のBSE感染牛 (5)USDAが通常実施しているIHC及びWBプロトコル
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国名 資料番号 資料名

日本向け牛肉輸出国のリスク評価項目毎の情報収集状況　資料一覧

米国 24
補足資料（2005年10月21日提出）
1.米国及びカナダにおけるBSE確認検査結果の判定体制について
（専門家会議の人数、専門家の専門分野、判定手順等）

25
USDA
輸出証明(EV)プログラム(2005年12月12日）

26
補足資料（2005年7月8日提出）
資料番号13：米国とカナダについて ②代表的SSOPとHACCPの見本

27
米国諮問参考資料36
牛の月齢判別に関する検討会報告書及び関係資料

28
補足資料（2005年7月8日提出）
（参考資料）「牛枝肉の生理学的成熟度に関する研究」最終報告書への追加報告について

29
米国諮問参考資料13
USDA，OVERVIEW OF THE U.S. BEEF INDUSTRY　（2004年10月）

30
米国諮問参考資料15
National Agricultural Statistics Service　USDA，Livestock Slaughter 2004 Summary

31
補足資料（2005年9月22日提出）
参考資料1.生産記録又は牛枝肉の生理学的成熟度を利用した輸出証明プログラムの対象となる牛の割合

32
補足資料（2005年8月22日提出）
5.米国における生前検査獣医師による生前検査の実施状況及びと畜場ラインにおける獣医師の役割

33
補足資料（2005年9月9日提出）
2.と畜場における検査体制の日米比較

34
補足資料（2005年9月22日提出）
1.と畜場における獣医官及び検査員の役割及び権限

35
補足資料（2005年6月10日提出）
7.パッカーの構造、従業員数、処理頭数

36
補足資料（2005年7月29日提出）
3.サーベイランス（1）サーベイランスを実施した牛の年齢分布（カテゴリー別、乳肉別、地域別等）

37
補足資料（2005年10月21日提出）
2.米国及びカナダのパッカーにおける、食肉検査官によるせき髄除去の確認について

38
補足資料(2005年8月22日提出)
6.米国における扁桃の取り扱い及び実施状況に関する文書

39
補足資料（2005年9月9日提出）
8.米国における、と畜場等の衛生管理に関する規則の遵守状況に関する情報

40
Preliminary observations on the pathogenesis of experimental bovine spongiform encephalopathy (BSE):
an update. Vet Rec. (1998)142: 103-106.

41
Pathogenesis of experimental bovine spongiform encephalopathy: preclinical infectivity in tonsil and
observations on the distribution of lingual tonsil in slaughtered cattle. Vet Rec. (2005)156: 401-407.

42
Highly bovine spongiform encephalopathy-sensitive transgenic mice confirm the essential restriction of
infectivity to the nervous system in clinically diseased cattle. J Infect Dis. (2005) 192: 934-942.

43
PrPSc distribution of a natural case of bovine spongiform encephalopathy. International Symposium Prion
Disease Food and Drug Safety, Sendai, Japan 2004.

44
補足資料（2005年9月9日提出）
6.輸入停止前の米国及びカナダからの牛肉、内臓、舌等の部位別輸入実績

45
SSC
Opinion on TSE infectivity distribution in ruminant tissues(state of knowledge,December 2001)

46
2005年プリオン研究会抄録集
国内BSE牛3例の体内プリオン分布（2005年8月26、27日）

47
FSIS
To Allow Use Of Small Intestine From U.S. And Eligible Countries
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国名 資料番号 資料名

日本向け牛肉輸出国のリスク評価項目毎の情報収集状況　資料一覧

カナダ 1
補足資料（10月21日提出）
5．米国及びカナダにおける、動物性油脂の生産量及び各国からの輸入量について

2
カナダ諮問参考資料23
CFIA Canada’s Feed Ban Regulations（Canada Gazette, Part Ⅱ,Vol.131,No.16,p2317）（1997年7月25日）

3
カナダ諮問参考資料25
CFIA News Release，New Regulation Proposed For BSE-Related Feed Controls（2004年12月10日）

4
カナダ諮問参考資料26
CFIA News Release，Backgrounder on New Regulations Proposed for BSE-Related Feed Controls（2004年
12月10日）

5
カナダ諮問参考資料27
農林水産省ホームページ  米国及びカナダにおけるBSE対策の現地調査について（報告）（2005年5月19
日）

6
カナダ諮問参考資料 24
CFIA，Feed Ban Review（2005年3月2日）

7
カナダ諮問参考資料28
CFIA，National Bovine Spongiform Encephalopathy(BSE) Surveillance program（2005年3月24日）

8
カナダ諮問参考資料 29
CFIA，Surveillance（2005年5月）

9
Government of Canada
Technical Overview of BSE in Canada（2005年6月）

10
補足資料（2005年7月29日提出）
（参考資料）カナダにおけるBSE感染牛の診断、サーベイランスの年齢分布等

11
補足資料（2005年7月29日提出）
BIO-RAD TeSeEプロトコル

12
補足資料（2005年7月8日提出）
7.カナダにおけるBSE確定検査方法（ウエスタンブロット法の導入の真偽）

13
補足資料（2005年7月29日提出）
IMMUNOHISTOCHEMICAL DETECTION OF PRION PROTEIN　IN BOVINE SPONGIFORM
ENCEPHALOPATHY USING A DAKO AUTOSTAINER

14
CFIA
日本向けに輸出可能な牛のと殺と牛肉製品の加工に係る基準（2005年5月16日）

15
カナダ諮問参考資料 34
CFIA　　Attachment 3.0 Age Verification（2005年3月25日）

16
カナダ諮問参考資料 35
CFIA　　Attachment 3.1 Canadian Cattle Identification Agency（2005年3月25日）

17
カナダ諮問参考資料 36
CFIA　　Attachment 3.2 ケベック州農業トレーサビリティ庁（ATQ）（2005年3月25日）

18
カナダ諮問参考資料 37
CFIA　　Attachment 3.3 Audit protocol to verify the accuracy of birth date information in the CCIA and
ATQ（2005年3月25日）

19
カナダ諮問参考資料 14
CFIA，Overview of Canada’s Safeguards（2005年2月21日）

20
補足資料（2005年6月20日提出）
1.パッカーの構造、処理頭数（カナダ）

21
Health Canada
Draft Risk Assessment  Impact of SRM Policies on Potential Levels of BSE Infectivity in Food（2003年7月
23日）

22
カナダ諮問参考資料 30
CFIA　　Removal of Specified Risk Materials(SRM) from Cattle Slaughtered in Establishments Inspected
Under the Meat Inspection Regulations,1990（2003年７月24日）

23
補足資料（2005年7月8日提出）
資料番号13：米国とカナダについて
①と畜場での作業フローチャート：日本との比較　各段階における検査員の配置状況

24
補足資料（2005年8月22日提出）
参考資料1.カナダのと畜場における扁桃除去に関するSSOP
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国名 資料番号 資料名

日本向け牛肉輸出国のリスク評価項目毎の情報収集状況　資料一覧

1
農業部（MOA）
Risk Analysis and Assessment of Bovine Spongiform Encephalopathy in China

2
農業部（MOA）
（BSEのアクティブサーベイランスの継続的発展）

3
農業部（MOA）
国家动物疫情测报体系管理规范（试行） （動物疫病サーベイランス体系管理規範（試行））

4
農業部（MOA）
Risk Analysis and Assessment of Bovine Spongiform Encephalopathy in China

中
国
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